
日頃より福山・府中支部
の活動にご理解とご協力を
いただき、心より感謝申し上
げます。
2023年度に引き続き、支

部長を拝命いたしました。
今年度は、特に笑顔で生

き生きと働き続けられる仲
間づくりに取り組みます。また、さまざまなイベントを

通じて看護の魅力を伝え、地域社会に貢献していき
たいと思います。
役員を中心に、魅力ある活動を企画していきます

ので、引き続きご支援、ご協力をよろしくお願いいた
します。

支 部 長 あ い さ つ

福山市保健福祉局長寿社会応援部高齢者支援課

福山市民病院

社会医療法人社団陽正会 寺岡記念病院

地方独立行政法人 府中市民病院機構 府中市民病院

広島県立福山若草園

福山市市民局松永支所 松永健康福祉課

社会医療法人祥和会 脳神経センター大田記念病院

医療法人社団 日本鋼管福山病院

医療法人蒼生会 楠本病院

特定医療法人財団竹政会 セントラル病院

医療法人社団玄同会 小畠病院
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氏  名

今年度は、看護職への関心を高めるため「中学生わくわく看護

体験」「進路相談会」を2回開催し、充実した支部活動が行え、第

39号の広報誌を無事発行することが出来ました。これからも支部活動内容を

皆さまにお伝えできるよう頑張りますので、よろしくお願い致します。

編集
後記

令和6年度は、集合研修やハイブリット研修など多彩な方法で研修を開催しました。

支部長
野々平  裕 子

令和6年度 事業報告

今年度は「管理者のためのストレスマネジメント」をテーマに、
ココロラルゴ代表　公認心理師　光戸利奈先生にご講義いた
だきました。日々の業務の中で、管理者のストレスが少しでも軽
減されることを期待して企画しました。アンケートの中に「すで
に学んだ内容であったが再認識できた」「具体的に行動に起こ
せそうなものを見いだせた」「悩んでいたことが解決できそう」
というコメントがありました。その他に今後の研修会の希望や
ご意見等もいただきましたので、支部役員会でも参考にし、検
討したいと思います。

支部総会後研修

副支部長　松岡 亜紀美

幹事（教育） 足立 千恵

今年度もハイブリッド形式で支部研修会を開催しました。
初めに、広島県看護協会支部理事の伊藤玉美氏から「看護協会の
活動」について紹介がありました。続いて、千の恵み訪問看護ステー
ション代表取締役の吉田千恵子氏による「病院と訪問看護ステーショ
ンの連携の現状と課題」「助産師が行う母子支援の訪問看護」の二つ
のテーマで講演をしていただきました。医療依存度が高くても住み慣
れた自宅で過ごすために、病院と訪問看護の連携において、退院前カ
ンファレンスの必要性と家族へのケア・介護方法の指導を徹底しなければなりません。また、多様なニーズと
課題を抱える、母子支援の必要性を学ぶことができました。
超高齢社会を迎え、医療・介護の需要が増加する中で、在宅療養においても生活者のニーズを確認し、必
要な在宅サービスと連携を図っていかなくてはならないと感じました。

支部研修会 ［日時］令和6年11月9日（土）

よろしくお願いします

［日時］令和6年4月19日（土）
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広島県看護協会福山・府中支部 会報誌
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令和6年度 事業報告

副支部長 松岡 亜紀美

今年度は22施設にご協力いただき開催しました「まちの保健室」ですが、利用
者の人数が低迷しておりました。利用者増加のきっかけとなればと思い、今年度は
「まちの保健室」について広報ふくやまへの掲載を検討しました。今後も開催場所
である福山天満屋店様とも相談しながら、地域の住民の健康づくりの支援ができ
るよう活動していきたいと思っています。

まちの保健室 ［日時］毎月第1・3土曜日

幹事（教育） 宮田 夕

救急看護認定看護師と現場で活躍中の看護師を講師やインストラクターにむかえ、
「救急医療の実際に活かす心肺蘇生の理論と実践を学ぶ」をテーマに研修を開催しま
した。講義を聞きデモンストレーションを見学した後、シミュレーショントレーニングを
行う内容でした。分かりやすい内容と工夫された技法で、受講生には概ね好評でした。
楽しく学べる研修会を今後も開催していきたいと思っています。

今年度は７月６日、12月８日の２回福山市共催で高校生を対象に、看護学校進路
相談会を開催しました。第１回目は保護者を含め６名の参加でしたが、第２回目は保
護者を含め19名の参加がありました。看護教員より看護教育についての説明や、看
護学生・看護師からは看護師を目指そうとした動機や学生生活・看護師の仕事・看
護の面白さ等について体験発表をして頂きました。後半はグループに分かれ進路の
選び方などを直接相談できる機会も設けました。学生からは専門学校と大学の違いや、実習について等多くの
質問があり、アンケートには「やっぱり看護師・助産師になりたいと思います」とありました。引き続き看護職を
目指す高校生が一人でも多くなるよう活動を継続します。

救急蘇生（初級コース） ［日時］令和6年6月3日（土）

幹事（教育） 高橋 由記子

進路相談 ［日時］令和6年7月6日（土）／12月8日（日）

令和6年度の看護研究サポート事業は、福山平成大学の松本陽子准教授ご指
導のもと2施設が発表に向けて取り組んでいます。広島県看護協会の重点事項
に掲げられている項目にリンクした内容で、現在の医療・介護を取り巻く社会情
勢に対応するための研究となっています。福山・府中支部看護研究発表会は令
和7年2月22日福山市民病院　ホールコアで開催予定です。多くの方のご参加を
心よりお待ちしております。 幹事（教育） 小林 朋子

看護研究サポート事業 ［日時］令和6年7月13日（土）

幹事（総務） 井上 篤子

昨年好評だった福山市と共催の看護体験イベントを、今年は小
学5年生から中学生までに対象を拡大して開催しました。38名の参
加中19名が小学生でした。ナース服着用後、5つの体験（シミュレー
ター聴診・血圧測定・医療用ガウン着脱・赤ちゃん人形抱っこやお
むつ交換・スライダー移乗）を行いました。看護学生や先輩看護師
による体験のサポート、学校教員の保護者への進路相談コーナー
設置など新たな取り組みにも挑戦しました。

中学生わくわく看護体験 ［日時］令和6年9月28日（土）

幹事（社会経済福祉） 藤井 美穂

今年度も、サンライズマリン瀬戸の久保田あけみ施設長をお招き
して「～あなたの𠮟り方大丈夫？～人を育てる上手な叱り方」をテー
マに研修会を開催しました。研修には54名が参加し、グループ
ワークを交えながら上手な叱り方の考え方を学習しました。
研修後には「叱る際、こちら側のリクエストを伝えることが必要
だと分かった」「新人指導に活用できる」などの意見があり、今後も
楽しく実践に役立つ研修会を開催していきます。

社会経済福祉研修会 ［日時］令和6年10月5日（土）

副支部長 杉原 美佳

高橋早希子先生をお迎えし、交流事
業「パーソナルカラー診断」を開催しまし
た。最新のグラデーションカラーを用い
た診断をうけ、美を追求する皆さんの笑
顔がとても印象的でした。「他施設の方
とワイワイ楽しむことができた」「自分に
似合うカラーをもっと知りたくなった」な
ど参加された皆さんにも好評で、来年度
にむけて頑張る力をいただきました。

看護協会・連盟交流事業 ［日時］令和6年10月26日（土）
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令和6年度 事業報告
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れた自宅で過ごすために、病院と訪問看護の連携において、退院前カ
ンファレンスの必要性と家族へのケア・介護方法の指導を徹底しなければなりません。また、多様なニーズと
課題を抱える、母子支援の必要性を学ぶことができました。
超高齢社会を迎え、医療・介護の需要が増加する中で、在宅療養においても生活者のニーズを確認し、必
要な在宅サービスと連携を図っていかなくてはならないと感じました。

支部研修会 ［日時］令和6年11月9日（土）

よろしくお願いします

［日時］令和6年4月19日（土）

福山・府中支部だより vol.39

広島県看護協会福山・府中支部 会報誌

福山・府中支部だよ
り

広島県看護協会福山・府中支部会員数

保健師
助産師
看護師
准看護師

合　計

59人
55人

2,176人
85人

2,375人

（入会率29%）
（入会率50%）
（入会率41%）
（入会率  4％）

（入会率32％）

2025.2

vol.39
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